
投与後 48時間における胆汁中排泄率は、75.6%TARであうた。さらに、十二指   ｀

腸内に注入 された胆汁は再吸収され、そのうち 16.4%TARが尿中に、65.2%TAR

が胆汁中に排泄された。このことは、本剤の腸肝循環を示唆するものと考えられた。

(参照 10)

表 6 投与後 48時間
ホ
の尿、糞及び胆汁中排泄率 (0/OTAR).

謝 胆汁中排泄試験群 腸肝循環試験群

投与量 1.5 mg/kg体重 300 mg/kg体重

訓 尿 糞 月二闘Fト 尿 糞 月[Ц汁ト

排泄率 16.1 2.24 75.6 1614 14.0 65.2

■  注) ':胆汁中排泄試験群は 1lC‐ メトラクロール単回経口投与後 48時間、

腸肝循環試験群は胆汁の十二指腸内投与後 48時間の試料を用いた。

(2)動物体内運命試験 (S体)

①吸収

a.血中濃度推移

SDラ ット (一群雌雄各 5匹)に、14c_s体を 0.5 mg/kg体重 (以下 [1.(2)]にお

いて「低用量」という。)または 100 mg/kg体重 (以下 [1.(2)]において「
高用量」

とい う。)で単回経口投与し、血中濃度推移について検討された。

血漿中放射能濃度は、用量及び側 に関係なく、投与後 1時間以内に高濃度 (高

用量群雌以外の群では、このときの値が Cmax)に達した後減少し、その後再び血漿

中放射能濃度が上昇した。投与後 1時間以内の高値を除いた血漿中放射能濃度推移

は表 7に示されている。

Tm表 は、低用量群では 8時間であり、高用量群では 12～ 18時間であつた。(参照

13)

表 7 血漿中放射能濃度推移  |
投与量

`

0.5 mg/kg体 重 100 mg/kg体重

―‐

リ慨 雄 雌 雄 雌

Tttx(時間) 8 8 18ナ 12

C五ax(μ g/g) 0.03 0.03 >3.87' 4.5

T12(時間) 31 24 44 32

濁 *:投与 12時間後 (3.87 μgノg)及び投与 24時間後 (3.85 μg/g)が ほぼ同濃度で

あったことから推定した値

b.吸収率

胆汁中排泄試験[1.(2)③b.]における尿中及び胆汁中排泄率ならびに組織残留率

の合計より、体内吸収率は 97.3～ 101%と 算出された。 (参照 13)
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②分布

SDラ ット (一群雌雄各 12匹)に、14c‐ s体を低用量または高用量で単回経口投

与して、体内分布試験が実施された。

主要組織における残留放射能濃度は表 8に示されている。

全血を除く組織中の放射能濃度は、投与 12～24時間後に最高値に達し、その後

減少したが、全血中では、投与 24時間後から、ほぼ一定の値で推移した。全血を

除くと、投与 12時間後では腎臓及び肝臓で、投与 144時間後では牌臓、肺、腎臓  :

及び月干臓で比較的放射能濃度が高かつた:

また、尿及び糞中排泄試験 [1.(2)③a.]における各投与群について、試験終了時

(投与 ■68時間後)の、主要組織における残留放射能濃度が表 9に示されている。

全血における放射能濃度が高く、次いで牌臓、肺、肝臓、腎臓及び心臓で放射能濃

度が高かつた:(参照 13)

表8 主要組織における残留放射能濃度 (μg/g)

投与量 性 別 投与 12時間後 投与 144時間後

０・５崚に

雄

腎 llu(0.123)、 肝 臓 (0.122)、 全 血

(0.100、 牌臓(0.03め 、肺(0.030、 カー

カス(0.031)、血漿(0.020)

全血 (0.190)、 月卑臓 (0.041)、 丹干臓 (0.021)、

月市(0.018)、 腎臓 (0.01の 、心臓 (0.010、 月肖

(0.006)、 骨 (0.006)、 精 巣 (0.006)、 筋 肉

(0.006)、 脂肪 (0.005)、 カーカス(0.005)、

血漿(0.001)

雌

全血 (o.125)、 肝臓 (0.067)、 月市(0.042)、

腎臓 (0.039)、 カーカス (0.o38)、 卵巣

(0.027)、 脂月方(0.022)、 子 1彗 (0.021)、 血

坊置(0.018)

全血(0.196)、 牌臓 (0.033)、 肺(0.02Zll、 腎

臓 (0.015)、 月干lle(0.olの 、卵巣(0.01の 、心

朋裁(0.012)、 骨 (0.008)、 葡F[ヨ (0.005)、 月肖

鯨00の、カーカス⑬.00り、脂肪⑬.003)、

筋肉(0.003)(血漿(0.002)

・ｏｏ崚種

雄

全血(22.9、 肝臓(16.8)、 腎臓(16.2)、 牌

臓 (5.4の 、肺(5.15)、 脂肪 (5.00、 カーカ

ス(4.31)、 心臓(3.40、 血漿(3.20)

全血(39.9)、 牌臓 (8.03)、 肝臓(4.60、 肺

(4.11)、 腎臓(3.3の 、心臓0.6め 、骨(1.70、

カーカス(0.90、 脳(0.82)、 筋肉(0.55)、 精

巣(0.49)、 脂肪(0.3つ 、血漿(0.31)

雌

全血(22.9、 肝臓(15.1)、 腎臓(8.65)、 脂

肪 (5.72)、 肺(5.50、 卵巣(5.13)、 牌臓

(3.61)、 カーカス(3.61)、 子官(3.50)、 血

漿(2:93)

全血(44.の 、月卑臓(5.4の 、肺(5.00、 腎臓

(3.21)、 メロ巣 (2.48)、 心臓 (2.4つ 、,肝 臓

(2.31)、 骨(1.59)、 脂肪(0.95)、 子官(0.83)、

脳(0.89、 カーカス(0.70)、 筋肉(0.20、 血

漿(0.2の
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表9 リト泄試験における各組織中残留放射能濃度 (μg/g)

投与条件 1螢」3!l 試験終了時・

0.5

mg/kg体重

単回経口

雄

全血(0.211)、 月卑臓(0.03め、肺(0.03め 、肝臓(0.01つ 、心臓(0.olつ、腎臓(0.010t骨

(0.011)、 カニカス(0.005)、 脳(0.005)、 月旨肪0.o00、 筋肉(0.003)、 精巣(0.00,、 血

漿0.001)‐

雌

全血(o.159)、 牌臓(0.033)、 肺①.026)、 肝臓(0.015)、 腎臓(0.013)、 心臓(0.011)、 卵

巣(0.000、 骨0.00め、月尚0.00め、カーカス0.OoO、 脂肪(0.000、 子官(0.00め 、筋

肉(0.002)、 IL漿(0.001)

100

mg/kg体重

単回経口

雄
全血(33.2)、牌臓(5.67)、 肺(3.9め 、肝臓(2ヤめ、腎臓(2.70、 心臓(2.20、 骨(1.10、

カーカス(1.]め 、脳(0.6つ、筋肉(0.50)、 脂肪(o.3つ 、精巣(0.31)、 血漿(0.2の

雌

全血(38.7)、 牌臓

“

.36)、 肺

“

.33)、 肝臓(3.20、 腎臓(2.6め 、心臓(2.60、 卵巣

(1.46)、 骨(1.40、 カニカス(1.13)、 脂肪0。 7め、脳0.76)、 子宮(0.46)、 筋肉(0.30、

血漿(0.19)

100

mg/kg体重

反復経口

雄
全血(o.08つ 、牌臓(o.010、 肝臓(0.010、 肺①.010)、 腎臓(0.009、 心臓(0.00つ 、カ
ーカス(0.Oo,D、 骨(0.003)、 脳(0.002)、 脂肪(o.002)ヾ 筋肉10.002)、血漿(0.001)

雌

ごと血【0.090)く 月卑噺哉(0.022)、 月市(0.012)t月干朋裁(0.009)、 早野椰哉(0:008)、
'い

臓(0.00つ 、メロ

巣(0.006)、 カーカス(0.00の 、脂月方(0.002)、 脳(0.00カ 、骨(0.002)、 筋肉(0.Ool)、 血

漿(0.001)

濁  ':投与 (反復投与試験は最終投与)168時間後の各組織中放射能濃度

③排泄        ‐

a.尿及び糞中排泄

SDラ ット (―群雌雄各 5匹)に、14c‐s体を低用量または高用量で単回経口投

与あるいは反復経口投与 (非標識体を高用量で 14日 間反復経口投与後に標識体を

低用量で単回投与)して、ツト泄試験が実施された。

投与後 (反復投与試験は最終投与後)48及び 168時間の尿及び糞中排泄率は表

10に示されている。  |
いずれの投与群においても、投与後 168時間で、糞尿中に 94.2～97.1%TARが

排泄された。

いずれの投与群、性別とも主要排泄経路は糞申であったが、雄に比べ雌では尿中

排泄と糞中排泄の差が小さかつた。 (参照 13)

表 10 投与後 48及び168時間の尿及び糞中排泄率 tO/OTAR)

投与方法 単回経口投与 反復経口投与

投与量 0.5 mg/kg体重 100 mg/kg体重 0.5 mg/kg体 重

鵬 :l 雄 雌 雄 雌 雄 雌

試料 尿
*

糞 尿
*

糞 尿
*

糞 尿 * 糞 尿
丼

糞 尿
*

糞

投与後 48時間 27.2 55.4 36:6 50.2 30.6 52.8 37.9 39.1 33.2 54.6 41.7 44.9

賞与後 168時間 31.7 62.5 42.1 55.0 35.1 60.7 45.9 49.5 36.8 60.2 46.1 48_9

注) =:投与後 168時間の尿には、ケージ洗浄液を含む。
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b:胆汁中排泄

胆管カニュ‐レを挿入したSDラ ット (一群雄 3匹)に、14c‐ s体を低用量また

は高用量で単回経由投与して、胆汁中排泄試験が実施された。

投与後 48時間の尿、糞及び胆汁中排泄率は表 11に示されている。

投与後 48時間における胆汁中ツト泄率は、79.8%TARであり、月旦汁中ツト泄が主要

排泄経路であることが示された。 (参照 13)

表 11 投与後 48時間の尿、糞及び胆汁中排泄率及び組織残留 (7oTAR)

投与量 0.5 mg/kg体重 100 mg/kg体重

謂 尿
ヤ

糞 月財 糸巳群発
*来

尿
*

糞 月EЦIト 糸 巳 繹 巽

ヤ 贅

り瞬 4.7 2.4 79.8 16.2 3.3 ９
“

９
“ 79.8 14.5

注)':′尿にはケージ洗浄液を含む。

・ *:カーカス及び消化管に残留した放射能

(3)メ トラクロール (ラ セミ体)及び ∫体の代謝比較試験

SDラ ット (一群雌雄各 5匹)に、14c‐ s体を(1)0.5 mg/kg体重 (以下 [1.(3)]

において 「低用量」とい う。)で単回経口投与、(■ )100 mg/kg体 重 (以下 [1.(3)]

において「高用量」とい う。)で単回経 口投与、(面)反復経口投与 (非標識体を高用

量で 14日 間反復経口投与後に標識体を低用量で単回投与)する排泄試験、胆管カ

ニューレを挿入 した SDラ ット (一群雄 6匹)に 14c‐s体を(市)低用量で単回経口

投与(v)、 高用量で単回経口投与する胆汁排泄試験、SDラ ット (一群雌雄各 3匹 )

に、14c‐ メ トラクロールを(宙 )低用量で単回経口投与した排泄試験が実施された。

代謝比較試験における尿、糞及び胆汁中排泄率は表 12に示されている。

投与後 72時間の尿及び糞中排泄率は、14c‐s体及び 14c‐ メ トラクロニル低用量

単回投与群 [(1)及び (Ⅵ )]でそれぞれ 89.6～93.5及び 91.0～95.4%TARであり、

メ トラクローノレ及び S体のツト泄は同様であると考えられた。
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表 12 代謝比較試験における尿、糞及び胆汁中排泄率 (%丁AR)

標識体 ИC‐S体
14c_メ トラクロ

ー ル

投与群
0.5mg/kg体重

単回(i)

100 mg/kg体重

単回(■ )
反復 (面 )

0.5

mg/kg

体重

単回*

(市 )

100

mg/kg

体重

単回*

(v)

0.5 mg/kg体重

単回(宙 )

懺 lj 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雄 雄 雌

尿 48日寺間 27.2 36.6 30.6 37.9 33.2 41.7 4.6 3.0‐ 41.8 52.7

72時間 30.0'夫 40.2'* 33.8・
*

43.0贅す 35.2キ
ヤ

44.5大
* 44.0*十 56.0*丼

糞 48時間 55.4

59.6

50.2 52.8 39.1 54.6 44.9 1.1 2.2 44.5 37.8

72時間 53.3 57.5 45.7 57.9 47.1 47.0 39.4

尿及び糞中

合計
89`6 93.5 91.3 88.6 93.0 91.6 5.7 5.2 91.0 95.4

胆汁 48時間 79.8 79.8

注)*:胆 汁中排泄試験  `一 :試料採取せず 丼*:ケージ洗浄液を含む

排泄試験 [(i)～ (Ⅵ )]で得られた尿及び糞を試料 として、代謝物分析試験が実施

された:代謝物の同定は実施されなかった。            1
尿中成分は、18～31の代謝画分に分画された。投与した標識体、用量、投与経

路及びulJにかかわらず、多くの画分が共通 していた。 14c‐ s体低用量単回投与群

では、主要代謝画分である U18及び U2はそれぞれ 4。3～ 8。2%TAR及び 2.8～

3.4%TAR存在 したが、14c_メ トラクロール低用量単回投与群でも、U18及び U2j

はそれぞれ 8.9～ 12.3及び 4.9～7.6%TAR存在 した。       |
糞中成分は、5～15の代謝画分に分画された。14c_s体高用量単回投与群では、

主要画分は F12であり、11■～13.2%TAR存在 した。14c‐s体低用量単回投与群で

は、雌では F13が最も多く、7.5%TAR存在 したが、雄では 3.90/OTARで あった。

また、各投与群で、F3が比較的:多 く存在 し、14c_s体反復投与群で 6.5～8`4%TAR、

高用量単回投与群で 2.1～ 4.4%TAR、 低用量単回投与群で 4.7～6.3%TAR、 14c_メ

トラクロール低用量単回投与群で 4.6～6.0%TARであつた。

胆汁中成分は、最大で 14画分に分画され、G7が 31.3～ 33.3%TAR、 G8が 9。 6

～14.6%TAR存在 した。

14c‐s体投与群及び 14c‐ メ トラクロニル投与群では、多くの代謝画分が共通 して

おり、S体もメドラクロールと同様の経路で代謝されると考えられた。(参照 14)

(4)ラ ットの赤血球中での減衰 (ラセミ体)

メトラクロールの赤血球における残留が比較的高いため、SDラ ット (一群雄 24

匹)に、14c‐ メトラクロールを 10 mg/kg体重で単回経口投与し、赤ユ球中の減衰

について調べられた。

尿及び糞中にて―投与4日後で97%TAR、 投与 53日後で100%TARの放射能が排
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泄された。

血漿中の放射能濃度は、投与 2日 後の 0.23 μg/gが最大値であり、その後減衰 し

て、試験期間中0。 l μg/gを超えなかった。赤血球中の放射能濃度は、投与2日後の

8.86 μg/gが最大値であり、その後減衰 したが、投与 30日 後にも5.21 μg/g存在し

た。

赤血球中推定半減期は 26.5日 と算出された。 (参照 15)

(5)ル ′ノrra赤血球結合性試験 (∫体 )

ラットヘの経 口投与後、メ トラクロールは血液中に長期残留が認められたため、

ヒ.卜 への影響を検討するため、力 ぬ撻o赤血球結合性試験が実施 された。

ヒト (48歳、男性)及び RAUfラ ット (雄 3匹)の血液に 14c_s体を添加 (ヒ ト :

1.2 μg/g真液、ラット
'1.O 

μg/g血液)し、37℃、4時間培養後、血球及び血漿に

分離した。血球はさらに溶血させ、細胞質分画等に画分した。

ラットでは、89.0%TARの放射能が細胞質蛋自分画に存在し、血漿中の放射能は

4.8%TARであつたのに対し、ヒトでは、血漿中に72.2%TARの放射能が存在し、

細胞質蛋自分画に存在した放射能は 7.1%TARであった。

本試験より、ラット血球へのメトラクロールの強い結合は、種特異的な現象であ

り、ヒトには当てはまらないと考えられた。

ラシトでは、ベモグロビン分子グロビン部分のシステイン残基 β
‐125が表面全体

に存在し、反応性分子が結合しやすいと考えられているが、ヒトではシステイン残

基 β
‐125は存在しないことが知られている。本試験の結果は、グロビン構造の種差

が関与していると考えられた。 (参照 16)

2.植物体内運命試験

(1)と うもろこし (圃場及び温室 :ラセミ体)

圃場栽培 (約 1.4mの試験区)においては、とうもろこし (品種 :ノ ースラップ

キングウェイクロス)の播種直後に 14c‐ メトラクロールを2,240 g ai/haで 土壌表面

に処理し、温室栽培においては、同とうもろこしをポットに播種した直後に 14c,メ

トラクロールを混合した土壌を表層に広げ (2,240 g ai/ha相 当)、 温室内で栽培さ

れた後、各試験とも播種 4、 8、 12及び 16週後に採取した茎葉及び 3種類の深さか

ら採取した土壌 (土壌のみ播種 1日 後にも採取)な らびに播種 16週後に採取した

子実を試料として、植物体内運命試験が実施された。

各試験における、とうもろこし及び土壌試料中放射能分布は表 13に示されてい

る。

圃場試験においては、茎葉中の放射能濃度は、播種 4週後に O.25 mg/kgであっ

たが、その後減少し、播種 16週後の茎葉中では 0。 17 mg/kgで あった。子実中 (乾

燥)の放射能濃度は 16週後に0.02 mg/kgであり、可食部への移行は少ないと考え

られた。
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土壌中放射能は経時的に減少した。土壌①中の非抽出物は経時的に増加し、播種

16週後には、土壌① (0～7.6cm深)中の総残留放射能 (TRRIの 80.5%が非抽出

性であった。

温室試験においては、茎葉中の放射能濃度は、播種 4週後の1.45 mg/kgか ら播

種12週後の 0。37 mg/kgま で減少した。播種16週後に0.72 mg/kgと 増加したのは、

乾燥の影響と考えられた。そのうち 76。4%TRRが抽出画分に存在した。可食部 (子

実)中の放射能濃度は、16週後に0_05 mg/kgであつた。

土壌表層中の放射能は、経時的に減少した。土壌表層中では、播種 4週後にメト

ラクロールが39%TRR存在したが、播種16週後には4%TRRに減少したことから、

メトラクロールは土壌中で速やかに分解されるものと考えられた。 (参照 17、 18)

表 13 とうもろこし及び土壌試料中放射能分布 (mg/kg)

試料

茎葉 子実 儘

① ② ③全体
け

紬 出

残澄*

固場試料

播種1日後 才 1.79 0.04

4週 0.25 88.00/o 8.0% 0.73 0.14 0.01

8週 0.12 0,75 0.31 0.08

12週 0.11 100% 9.1% 0.56 0.26 0.11

16週 0.17 53.0% 47.1% 0_02 0.31 0.10 0.00

温室試料

播種0日後 3.02 0.03

4週 1.45 86.9% 11.7% 1.92 0。73 0.43

8週 0.46 0.50 0.20 0.25

12週 0.37 89.2% 18.9% 0.69 0.43 0.30

16週 0.72 76.4% 1811% 0.05 0.65 0.24 0.14

注)圃場 :土壌① :0～ク.6c五 深 ② :7.6～ 15.2cm深 ③ :15.2～22.9cm深

温室 :土襲① :0～3 cIIl深 ② :3～ 6 ctrII深 ③ :6～9cm深
キ:抽出画分及び未抽出残澄の値は、茎葉の総残留放射能 lTRR)を 100%と したときの割合 (%)

/:試料採取せず  ― :分析せず

(2)と うもろこし (水耕栽培 :ラセミ体)

発芽 2週後のとうもろこし (品種 :ORLA)が 14c・ メトラクロールを2 mg/L含

む水耕液で 1週間水耕栽培された後、14c‐メトラクロマルを含まない水耕液で 5週

間栽培された。処理終了時、処理終了2及び 5週後に採取した植物体 (緑部、黄葉

部及び根部)を試料として、植物体内運命試験が実施された。

とうもろこし及び水耕液試料中放射能分布は表 14に示されている。

処理期間中に総処理放射能 (TAR)の 71.8%が とうもろこしに吸収された。地上

部 (緑部及び黄業部)では、未抽出残澄に存在する放射能は、植物体全体の放射能
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の 5%TRR以下であつたがt根部では、未抽出残沿に存在する放射能が経時的に増

加 した。

処理終了後、水耕液中の放射能濃度は増カロし、とうもろこしに吸収された放射能

が水耕液 中に排出されたことが示唆された。

地上部 中には、抱合体が多く存在 した。処理終了 2及び 5週後の緑部抽出物を加

水分解 したところ、Tが 70%TRR、 Uが 10～20%TRR存在 した。 (参照 19)

注)一 :分け

(3)と うもろこし (茎部注入及び土壌処理 :ラセミ体 )

水耕、温室内または圃場栽培されたとうもろこし (品種不明)に、14c‐ メ トラク

ロニルまたは 14c‐ メ トラクロール及び 13c‐ メ トラクロールの混合物を茎部注入ある

いは発芽前に散布 (土壌処理)し、植物体内運命試験が実施された。

試験条件は表 15に示されている。

表 15 試験条件

注)D:14c_メ トラクロールのみ                     ,
② :1株あたり14c_メ トラクロール 1.2 mg、 13c‐メトラクローノレ3.2 mg及び非標識

メトラクロール5.6 mgの混合物

D:14c_メ トラクロール及び 13c_メ トラクロールの混合物 (混合比不明)          .

試験①では、処理 1から22日 後までの茎葉中の代謝物が同定された6処理 1日

後には、グルタチオン抱合体 (代謝物I)及びシステイン抱合体 (代謝物J)が茎葉

水相抽出物中それぞれ 70及び 19%存在したが、I及びJは経時的に減少した。下

方代謝物 K、 L及びNが経時的に増加し、処理 22日 後には、Kが 30%、 Lが 19%、

Nが 15%を占めた。

試験②、③及び④のとうもろこし試料中放射能分布及び代謝物は表 16に示され

ている。

表 14 とうもろこし及び水耕液試料中放射能分布 (0/OTAR)

鮮 F 黄葉部 根部

水灘
抽出物 枷

薙
抽出物

未抽出

残澄
抽出物

未抽出

残澄

処理終了時 20.0 1.4 40.9 9.4

処理終了2週後 16.9 1.7 32.9 15.6 4.6

処理終了 5週後 4.8 1.2 9.6 0.9 14.3 18.7 14.4

試験 処理方法 栽培法 処理時期 処理量 試料採取時期 (採取部位)

① 茎部注入 水耕栽培 播種 3週後 0.04 mgffi tr 処理 1～22日後  (茎葉)

② 茎部注入 温室栽培 播種 8週後 2.75 mg/株 D 処理 3週後   (茎 葉)

③ 茎部注入 圃場栽培 播種 5週後 10 mg/株 9 処理 13週後 (茎葉及び子実)

④ 土壌処理 圃場栽培 発芽前 1,530 g ai/ha3) 播種21週後 (茎葉及び子実)

23



茎部注入及び土壌処理試験いずれも、子実の放射能濃度は 0.01～ 0.03 mg/kgで

あり、可食部、の移行は極めて少ないと考えられた。

茎部注入試験における主要代謝物は K、 L、 M、 N及び0であつた。土壌処理試

験では、K及びOは検出されなかつた。

とうもろこしにおけるメトラクロールの推定代謝経路は、グルタチオン抱合体 (I)

を経て速やかにシステイン抱合体 (」)が生成され、さらにチオ乳酸抱合体 (K)、

スルホキシド誘導体 (L)、 グルコース抱合体 (N)、 M等が生じると考えられた。(参

照 20)

(4)と うもろこし (ラセミ体、∫体)

浮L剤に調製した 14c‐メトラクロールまたは 14c‐s体をとうもろこし(品種:DK250)

の3葉期に、1,440 g ai/haの用量で散布し、散布 1時間、30、 82及び 153日 後 (成

熟期)に採取した植物体 (成熟期のみ茎幹、穂軸及び子実に分けた)を試料として、

植物体内運命試験が実施された。また、散布 1時間後及び 153日 後に 3種類の深さ

から採取された土壌も試料とされた。

とうもろこし試料中放射能分布は表 17に、土壌試料中放射能分布は表 18に示さ

れている。
14c‐ メトラクロール及び 14c‐s体散布区で、散布 1時間後の茎葉‐中放射能濃度はそ

れぞれ 117及び 184 mg/kgであったが、その後1減少し、成熟期には、茎幹中の放射

能濃度はそれぞれ0.13及び 0。 16 mg/kgであった。子実中の放射能濃度は、14c‐ メト

ラクロール及び 14c_s体散布区でいずれも0.02 mg/kgであり、可食部への移行はご

くわずかであると考えられた。
114c‐ メトラクロニル及び 14c‐ s体散布区で、散布 1時間後の茎葉中放射能はすべて

抽出性であらたが、経時的に抽出性放射能が減少し、未抽出残査中の放射能濃度が

増力日した。子実では、14.1～ 14.2%TRRが抽出性であり、79.8～82_1%TRRが非抽

出性であつた。

土壌中放射能は、処理 1時間後の0～ 10 cn■ 深のIL壌層に 1.15～■47 mg/kgの 放

射能が存在したが、成熟期には同じ土壌層で放射能濃度は 0.53～ 0.64 mg/kgに 減少

していた。

表16 試験②、③及び④のとうもろこし試料中放射能分布及び代謝物

試

験

試料採取

時期

'        茎葉試料 子実試料

総残留放射能

濃度 (五g/kg)

代謝物 (%TRR) 総残留放射能

濃度 (mg/kg)K L ヽM N 0

② 播種 11週後 39.0 20.3 28.0 10.1 15.8 2.8

③ 播種 18週後 9.4 12.0 13.2 10.5 10.5 4.2 0.03

④ 播種 21週後 0.18 12.9 12.0 4.5 0.01

― :検出されず  /:試 料採取せず



茎葉及び茎幹の抽出物中代謝物の分析を実施 したところ、散布 1時間後の茎葉中

には、親化合物 (14c・ メ トラクロールまたは 14c‐s体)力 2`2.5～ 39。4%TRR存在 し

たが、散布 30日後には、茎葉中の親化合物は検出限界未満であつた。代謝物分画及

び各画分の放射能分布は、14c‐ メ トラクロール及び 14c‐s体散布区で同様であつた。

したがって、メ トラクロール及び S体のとうもろこしにおける主要代謝経路は同様

であると考えられた。 (参照 21)

表 17 とうもろこし試料中放射能分布 (mg/kg)

試料採取時期 試料

14c_メ トラクロール MC‐S体

全体 出

分

抽

画

未抽出

残澄*

全体 抽出

画分
贅

出

夫

抽

澄

未

残

散布 1日寺間後 茎葉 117 107% 183 102%

30 日 茎葉 0.77 99.0% 3.6% 2.74 89.5% 4.9%

82 日 茎葉 0.06 87.3% 19.3% 0.07 79.9% 26.6%

153 日

茎幹 0.13 60.1% 42.1% 0.16 60.4% 39.1%

穂軸 0.02 27.1% 65.9% 0.02 22.9% 83.9%

子実 0.02 14.1% 79.8% 0.02 14.2% 82.1%

注)':抽出画分及び未抽出残澄の値は、茎葉、穂軸または子実における総残留放射能 lTRR)を 100%と した

ときの割合 (%)

一 :測定もしくは算出せず

注)土壌① :0～10 cm深 ② :10～209m深 ③ :20～30 cm深

上段 :それぞれの深さの試料中濃度  下段 :0～ 30 cm深の試料中放射能濃度

(5)レタス (ラセミ体)  .
播種 3週間後に移植したレタス (品種 :Stokes 185)の 移植 1週間後に、14c_

メトラクロールを混和した土壌を表層に広げ (3,360 g ai/ha相 当)、 温室内で栽培

して処理 3、 5及び 6週後に採取した葉及び 3種類の深さから採取した土壌 (土壌

のみ処理直後にも採取)を試料として、植物体内運命試験が実施された。

レタス及び土壌試料中放射能分布は表 19に示されている。

土壌中放射能は、時間の経過とともにより深い部分の放射能濃度が増加した。

葉試料中の放射能濃度は経時的に増加し、土壌からの吸収が進んだと考えられた。

葉試料中放射能は 84.2～ 100.4%TRRが 抽出物中に存在し、そのうち 71.3～

78.0%TRRが水溶性であつた。

表 18 土壌試料中放射能分布 (mg/kg)

標識体 14c_メ トラクロール 14c_sf本

土壌 ① ② ③ ① ② ③

散布 1時間後
1.47 1.15

0.54 0.35

153日 後
0.64 0.21 0.08 0.53 0.14 0.07

0.33 0.24
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処理 6週後 (成熟期)の葉試料中の主要代謝物は Lであり、21.9%TRR存在 し

た。また、代謝物 Kも検出された。成熟期葉を加水分解 した試料か らは、T

(30.9%TRR)及 び U(29.8%TRR)が 同定された。

レタスにおける主要代謝経路として、チオ乳酸抱合体が生成されると考えられた。

また、カロ水分解後 T及び Uが同程度検出されていることから、チオ乳酸抱合体が

生成 される以外の経路も存在する可能性が示された。 (参照 22)

表 19 レタス及び土壌試料中放射能分布 (mg/kg)

試料

葉 ILA

① ② ③
土 1/1

晦
未抽出

残澄

処理直後 才 2.90

3週後 1.26 1.27 0.10 2.96 0.26 0.11

5週後 1.28 1.08 0.11 2.88 1.04 0.23

6週後 1.63 1.50 0.14 2.63 1.34 0.59

注)土壌① :0～3cm深 ② :3～6cm深 ③ :6～8cm深

(6)ばれいしょ (温室①土壊混和 :ラセミ体)

ばれいしょ (品種 :Russett‐ Burbank)の植え付け4週間後に、14c‐ メトラクロ

∵ルを混和した土壌を表層に広げ (3,3601g ai/ha相 当)、 温室内で栽培して処理 8、

18及び 21週後に採取した葉及び 3種類の深さから採取した土壌 (土壌のみ処理直

後にも採取)ならびに処理 21週後に採取した塊茎を試料として、植物体内運命試

験が実施された。

ばれいしょ及び土壌試料中放射能分布は表 20に示されている。 |
土壌中放射能は、時間の経過とともに、より深い部分の放射能濃度が増加した。

葉試料中の放射能濃度は経時的に増加した。処理 21週後 (成熟期)の塊茎試料

中放射能濃度は0.13 mg/kgで あった。葉及び塊茎で、それぞれ85.4及び53.0%TRR

が水溶性成分であった。

葉及び塊茎中の成分を分析したところ、とうもろこしで認められた代謝画分と同

様の8分画の成分が認められた。

塊茎抽出物を加水分解したところ、主要生成物は Tであり、18.1%TRR存在し

た。また、u及びAN16がそれぞれ2.0及び 3.6%TRR存在した。 (参照 23)
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表20 ばれいしよ及び土壌試料中放射能分布 (mg/kg)

試料 葉 塊茎
土壌

① ② ③

処理直後 2.64

8週後 1.05 3.47 0.29 0.15

18週 1.10 2.34 1.38 0.66

21週 1.75 0.13 2.68 1.32 1.50

注)土壌① 10～3cm深 ② :3～6cm深 ③ :6～8cm深、処理直後のみ0～8cm深

/:試料採取せず

(7)ばれいしよ (温室②茎葉散布 :ラセミ体)

ばれいしよ (品種 :Green Mountain)の 発芽後に、14c‐ メトラクロールを茎葉散

布 (2,800 g ai/ha相当)し、温室内で栽培して、処理直後、処理 7、 14、 21及び

74日 後 (成熟期)に採取した葉及び根ならびに処理 74日 後に採取した塊茎を試料

、 として、植物体内運命試験が実施された。

ばれいしょ試料中放射能分布は表 21に示されている。

成熟期の塊茎中放射能は、0.o3mg/kgであり、可食部への移行はごくわずかであ

ると考えられた。また、葉及び根では成熟期で抽出画分に 72.7～88.5%TRRの放射

能が存在し、そのうち90%以上が水溶性であつた。 (参照 24)

表 21 ばれいしよ試料中放射能分布 Og/kg)

試料 葉 根 塊茎

全体 全体全体 抽出

画分*
未抽出

残澄キ
抽出

画分十 榔
孵処理直後 26.4 100% 2.9% 0.02

処理 7日 後 19.8 92.4% 3.3% 0.28 90.5% 21.4%

14 11.1 96.2% 9.8% 0.16 96.4% 15.6%

21 7.5 92.6% 6.7% 0.07 87.2% 16.90/0

74 4.0 88.5% 14.5% 0.14 72.7% 29.0% 0.02

注)':抽出画分及び未抽出残澄の値は、葉または根における総残留放射能 CTRR)を
100%と したときの割合 (%)

/:試料採取せず  空欄 :分析せず

(8)ばれいしょ (温室③及び圃場 :ラセミ体)

温室栽培のばれいしよ (品種 :Gieen Mountain)の 植え付け後に、14c¨メトラク

ロールを混和した土壌を表層に広げ (3,360 g ai/ha相 当)、 処理 27、 59及び 109

日後 (成熟期)に採取した葉、処理 100日後に採取された塊茎、処理直後及び成熟

期にβ種類の深さから採取した土壌を試料として、植物体内運命試験が実施された。

またt圃場栽培のばれいしょ (品種 :Kathadin)の植付け直後に、14c‐メトラク

ロールを2,240 g ai/haの 用量で土壌散布し、処理45、 63及び133日後 (成熟期)
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に採取した葉、処理 133日後に採取した塊茎、処理直後及び成熟期に採取した土壌

を試料として、植物体内運命試験が実施された。

両栽培における、ばれいしょ及び土壌試料中放射能分布は表 22に示されている。

温室栽培においては、成熟期の塊茎中放射能は、0.36 mg/kgで あった。成熟期の

葉及び塊茎中、64.5ん78.3%TRRの放射能が抽出画分に存在し、そのうち90%以上

が水溶性であつた。

土壌① (0～3cm深)中には、処理直後に親化合物が94.5%TRR存在したが、成

熟期には 14.0%TRRに減少した。分解物として処理直後にはUが、成熟期には B、

U及び Zが存在したが、いずれも2%TRR未満であつた。試験終了時には、土壌中 ,

の 55.9%TRRが非抽出性放射能であつた。

圃場栽培においては、成熟期の塊茎中放射能は、0.04 mg/kgで ありヽ 可食部への

移行はごくわずかであると考えられた。成熟期の葉及び塊茎中、81.7～91.1%TRR

の放射能が抽出画分に存在し、そのうち80%以上が水溶性であつた。

土壌①中には、処理直後に親化合物が 92.1%TRR存在したが、成熟期には

10。5%TRRに減少した。成熟期には、土壌中の73.2%TRRが非抽出性であつた。

成熟期の葉及び塊茎抽出物は、多くの代謝画分に分画され、葉ではN(10.7%TRR)、

K(8。4%TRR)、 O(6.5%TRR)及びL(6.2%TRR)が、塊茎では0(13.6%TRR)、

Z(7.0%TRR)及びB(6.5%TRR)力 主`要代謝物であつた。 (参照 24)

注)温室及び園場土壌① :0～3cm深 ② :3～6cm深 ③ :6～8cm深
*:抽出画分及び未抽出残澄の値は、葉または塊茎における総残留放射能 (TRR)を

100%と したときの割合 (%)

/:試料採取せず                      '

表22ばれいしょ及び土壌試料中放射能分布(mg/kg)

試料

葉 塊茎 鰈

① ② ③全体
「
彙搬

酸
未抽出

残澄*
全体

1薔雰黎
未抽出

残澄*

温室試料

処理直後 9.48 1.60 1.92

処理 27日 後 1.51 91.1% 6.3%

59 1.45 82.0% 6.1%

109 2.70 78.3% 12.9% 0.36 64.5% 27.1% 3.40 1.47 1.11

圃場試料

処理直後 0.68 0.10 0。21

処理 45日 後 0.08 98.1% 6.9%

63 0.12 85.8% 6.4%

133 0.29 91.1% 9。2% 0.04 81.7% 15。9% 0.53 0.12 0.10
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(9)ばれい しょ及びとうもろこし (ラセミ体 )

温室栽培のばれいしょ (品種 :Red Pontiac)の植付け直前から、14c‐ メ トラクロ

ールを 3回処理 し、初回処理 161日 後 (成熟期)ま でに採取 した葉、塊茎及び土壌

を試料 として、植物体内運命試験が実施された。

また、温室栽培のとうもろこし (品種 :3055)の播種直前から、14c‐メ トラクロ

ールを 3回処理し、初回処理 155日 後 (成熟期)ま でに採取した茎葉、穂軸、子実

及び土壌を試料として、植物体内運命試験が実施 された。          |
試験条件は表 23に示されている。                  '

注)':ばれいしょ及びとうもろこしは、初回処理当日に植付けまたは播種した。
無 :初回処理後日数で示した。

ばれいしょ試料中放射能分布は表 24に、とうもろこし試料中放射能分布は表25

に示されている。

ばれいしょでは、茎葉部の残留放射能濃度はほぼ一定であったが、非抽出残澄中

の放射能が経時的に増加した。抽出性放射能の大部分 (75%以上)は水溶性であつ

た。塊茎では、残留放射能濃度は時間とともに減少し、成熟期で 0.l mg/kgで あっ

た。塊茎においても、抽出性放射能の大部分 (86%以上)力 水`溶性であつた。

とうもろこしでは、茎葉幹に2回、メトラクローノンを注入したが、子実中の放射

能濃度は 0.064 mg/kgと低かつた。茎葉、穂軸及び子実中抽出性放射能の大部分

(78%以上)は、水溶性であつた。

土壌中の放射能濃度は、ばれいしょ栽培区及びとうもろこし栽培区でいずれも経

時的に減少する傾向が認められ、成熟期 (ばれいしょで初回処理 161日 後、とうも

ろこしで初回処理 155日後)の土壌中放射能濃度は、それぞれ 1.73及び 0.80 mg/kg

であった。

成熟期のばれいしょ茎葉及びとうもろこし穂軸中の代謝物分析を実施した結果、

両試料で代謝物パターンは類似しており、両植物における代謝経路はほぼ同じであ

ると考えられた。 (参照 25)
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表 23 試験条件

作物 処理
・
処理時期

* 処理方法 処理量 試料採取時期**(採取部位)

ばれい

しょ

① 植付け直前 土壌混和 2,260 g ai/ha 29、  66、  99、  161 日イ髪 (奎畜葉)

66、 99、 161日 後  (塊茎 )

0、 31、 67、 99、 161日 後 (土壌)

② 植付け31日 後 茎葉散布 1,390 g ai/ha

③ 植 付 け 66日 後 土壌潅注 1,590 g ai/ha

とうも

ろこし

① 播種直前 土壌混和 2,260 g ai/ha 29、  98、 155 日後  (茎葉)

98、 155日 後 (穂軸)

155日 後 (子実)

0、 98、  155日 4資 (土貴喪)

② 播種 74日 後 茎葉幹注入 3.59 my植物

③ 播種 101日 後 茎葉幹注入 3.59 my値物



表 24 ばれいしょ試料中放射能分布 (mg/kg)

試料

茎葉 塊茎

全体 出

分

抽

画

未抽出

残澄*
全体 出

分

抽

画
搬
督

未

残

初回処理 29日 後 1.48 96.7% ％Ｏ
υ

●
０

66 1.76 92.7% 7.3% 0.35 80.4% 19.7%

99 1.55 90.7% 9.3% 0.21 79。3% 20.7%

161 1.73 87.0% 13.0% 0.10 68.2% 31.8%

注)':抽出画分及び未抽出残浴の値は、茎葉または塊茎における総残留放射能 (TRR)を
100%と したときの割合 (%)

/:試料採取せず

表25 とうもろこし試料中放射能分布 (mg/kg)

注)':抽出画分及び未抽出残澄の値は、葉、穂軸または子実における総残留放射能 lTRR)を 100%と したときの

割合 (%)

/:試料採取せず

(10)だいず (温室① :ラセミ体)

温室栽培のだいず (品種 :Lee 68)の播種直後に、14c‐メトラクロールを混和

した土壌を表層に広げ (2,240 g ai/ha相 当)、 処理 4、 8、 12及び 16週後 (成熟

期)に採取した茎及び 3種類の深さから採取した土壌、処理 16週後に採取した

子実、豆かす及びだいず油を試料として、植物体内運命試験が実施された。

だいず及び土壌試料中放射能分布は、表 26に示されている。

だいず茎中の放射能濃度は経時的に増加し、成熟期で 2.66 mg/kgであった。

抽出性放射能能の大部分 (72%以上)が水溶性であつた。

土壌中放射能は、経時的に表層より深い部分で放射能濃度が増加した。

成熟期のだいず茎試料及び豆かすの抽出物中の代謝物を分析した結果、とうも

ろこしと同じ8種の代謝画分が存在した。 (参照 26)

試料

葉 穂軸 子実

全体 出

分

抽

画

未抽出

残澄*
全体 出

分

抽

画

未抽 出

残澄来
全体 出

タ

抽

画

未抽出

残澄棠

初回処理 29日 後 1143 95.9% 4。 1%

98 1.46 92.5% 7.5% 0.05 7711% 23.0%

155 8.56 81.0% 10.5% 0.16 66.1% 33.9% 0.06 50.9% 49.1%
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表26 だいず及び土壊試料中放射能分布輛g/kg)

試料

葉

子実 豆かす
だいず

油

機

全体 ① ② ③抽出

画分
*

未抽出

残澄*

処理 4週後 1.66 90.4% 12.7% 2.41 0.04 0.10

8週後 3.26 2.05 0.24 0.16

12週後 1.71 99.3% 9。 9% 0.81 0.25 0.21

16週後 2.66 95.3% 9.0% 0:17 0.14 0.01 0.71 0.56 0.43

濁 土壌① :0～3cm深 ② :3～6cm深 ③ :6～9cm深
■抽出画分及び未抽出残査の値は、葉における総残留放射能 (TRR)を 100%と したときの割合 (%)

/:講 取せず  ―:分構 ず

(11)だいず (温室② :ラセミ体)

温室栽培のだいず (品種 :Corsoy)の播種直後に、14c‐ メトラクロールを混和

した土壌を表層に広げ (2,240 g ai/ha相 当)、 処理 104日 後 (成熟期)に採取し

た茎、さや及び子実ならびに試験開始時及び成熟期に採取した土壌を試料として、

植物体内運命試験が実施された。

だいず試料中放射能分布は表 27、 に、土壌試料中放射能分布は表 28に示されて

いる。

成熟期の子実中放射能濃度は 0.49 mg/kgであった。茎、さや及び子実中抽出

性放射能の大部分 (75%以上)が水溶性であつた。 (参照 27)

注)・ :抽出画分及び未抽出残澄の値は、葉、さやまたは子実における総残留放射能 lTRR)を
100%と したときの割合 (%)

表28 土壌試料中放射能分布Og/kg)

試料
土壌

① ② ③

処理直後 3.87

処理 14週後 2.53 0.07 0.05

土壌① :0～3cm深 ② :3～6 cln深 ③ :6～8cm深
―:分析せず

表 27 だいず試料中放射能分布 (mg/kg)

調

葉 さや 子実

全体 抽出

画分
贅

未抽出

残澄*
全体 抽出

画分*

未抽出

残澄
夫

全体 抽出

画分*
未抽出

残澄キ

処理 104日 後 7.35 90.1% 14.0% 3.32 73.4% 16.8% 0.49 80.7% 18.0%
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(12)だいず (圃場 :ラセミ体)

圃場栽培のだいず (品種 :Wayno)の播種直後に、14c‐ メトラクロールを混和

した土壌を表層に広げ (2,240 g ai/ha相当)、 処理 14週後 (成熟期)に採取した

茎、さや及び子実ならびに試験開始時と成熟期に採取した土壌を試料として、植

物体内運命試験が実施された。

だいず試料中放射能分布は表 29に、土壌試料中放射能分布は表 30に示されて

いる。

成熟期の子実中の放射能濃度は 0.27 mg/kgで あらた。茎、さや及び子実中抽

出性放射能の大部分 (79%以上)は水溶性であらた。

土壌中放射能は、処理直後に比べ、成熟期には表層の放射能濃度が減少し、3cm
より深い部分の放射能濃度が増加した。

成熟期の茎試料及び子実の抽出物中の代謝物を分析した結果、とうもろこし及

び温室栽培のだいずと同じ8種の代謝画分が存在した。また、だいず茎試料のカロ

水分解後の試料からは、T、 U及びAN16が検出された。 (参照 28)

表29 だいず試料中放射能分布 (mg/kg)

注)|:抽出画分及び未抽出残澄の値は、葉、さやまたは子実における総残留放射能 lTRR)を
100%と したときの割合 (%)

表 30 土壌試料中放射能分布 lmg/k

試料
曇

① ② ③

処理直後 1.77 0.01 <0。01

処理 14週後 0.49 0.27 0.19

詢 土壌① :0～3cm深 ② :3～6cm深 ③ 16～9 clxl深

(13)だいず (圃場 :∫体)

乳剤に調製した 14c‐s体を、だいず (品種 :Mapple Arrow)の発芽前に、■,720

g ai/ha(通常施用量)または 5,170 g ai/ha(通常施用量の3倍量)の用量で散布

(散布翌日に播種)、 通常量散布区では散布 19、 57、 75及び156日後 (成熟期)

に、3倍量散布区では散布 156日 後に採取した植物体を試料として、植物体内運

命試験が実施された。また、平L剤に調製した 14c‐s体を、だいず (品種 :Mapp16

Arrow)の 3葉期に 0。6 mgai/1の用量で茎幹部注入し、注入 1、 7及び99日 後に

採取した植物体を試料とした試験も実施された。

だいず試料中放射能分布及び主要代謝物は表 31に示されている。

試料

葉 さや 子実

全体全体 抽出

画分*
未抽出

残澄来
抽出

画分*
未抽出

残澄十
全体 抽出

画分*

出

鸞

抽

澄

未

残

処理 14週後 10.8 79.1% 17.0% 0.69 79.2% 22.3% 0.27 64.9% 31.0%
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